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　永田誠先生の監修，黒田真一郎先生以下 5 名の永田

門下の先生方の編集で『眼科マイクロサージェリー　

第 6 版』が出版された。世界にいろいろな眼科手術の

教科書が出版されているが，過去にこれだけ多くの版

を重ねた例は皆目ないだろう。それだけではない。

1985 年の初版から 2005 年の第 5 版まですべてがベ

ストセラーである。恐らく 2010 年の第 6 版も多くの

人々に読まれることであろう。これはまさに特筆すべ

きことで，その“秘密”を考えながらこの書を読むだ

けでもおもしろいし，十分に読む価値がある。

　私はこの書の第 4 版，第 5 版，第 6 版の 3 回にわた

り書評を書かせていただき誇りに思っているが，上記

した“秘密”を最初から意識していた。その基幹とな

るものは，永田誠先生の手術理念であることは間違い

ない。初版で荻野誠周先生が編集者を代表して述べて

おられるように，永田誠先生の「患者の眼にとって不

利なことは一切しない」という一貫した理念は，いろ

いろな手術法，考え方の変遷はあったものの，第 6 版

に至るまですべて貫かれていることが伝わってくる。

第 5 版から永田門下ではない執筆者を加えておられ

るが，おそらくその人選で一番大切な基準は，この理

念を持っているかどうかではなかったかと推察する。

学会，論文，個人的会話で人それぞれのこの理念の持

ち合わせの程度は，大体感じ取れるものである。その

意味でこの名著は手術技術や周辺機器の使用法を学べ

るだけではなく，手術を行う人の良心を磨くうえでも，

必読の書である。

　もうひとつの“秘密”は，この書の名物である“コ

メント”を初版から追って読んでみると浮かび上がっ

てくる。25 年間の手術の発展を背景に，多くの手術法

や考え方をその発展に柔軟に対応させつつ取り入れて

きたわけであるが，そこには常に理論の裏付けがある。

それがこの“コメント”に対話形式で示されている。

まさに手術学を学問として捉える永田塾の思想が，こ

の“コメント”に秘められているのである。永田誠先

生の電気生理学の研究を熟知している評者には，この

永田塾の一貫した姿勢はむしろ当然と思えてならな

い。眼科手術が続く限り，永久にこの書が増版され続

けることを祈っている。
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